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References to Apparel and Ornaments in Khotanese Texts 
by 
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1
　10世紀以前における西域南道とイラン・インド・中国諸文化との密接な関係，殊に仏教美術を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1｝テーマとした研究は多くの先人によって行なわれてきた。この南道の中心として栄えたホータン，
　　　　　　　　　　　うてんKhotan，古くは中国名干聞，現在は和聞，和田（Hot’ien），ホータン語ではGostana－d6sa
とよばれる地域は，イスラム教徒によって荒らされるまで，すなわちトルコ化，イスラム化され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きゆうじるまでは王国として，北道のクチャ，Kucha，古くは亀玄亥，庫車とよばれた王国と並んで，オア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うつちシス国家の双壁といわれた。この王国は後漢から唐代までほぼ一貫して慰遅（visa）氏が統治し
て全盛期を展開していた。
　ここは今日，かの「禺氏の玉」，「毘岩の玉」の名で有名な軟玉（白玉，黒玉）の産出地として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）知られるとともに，絹織物や綿布の大生産地でもあるが，絹の製造が始まるまでは毛織物が主で
あったし，また法顕，宋雲，恵生，玄婁ら，この地を訪ねた入竺求法僧達の記録によって，大乗
仏教の中心地であったことが知られる。
　地理的位置からしてもインド北西部や西方イランと関係をもつのは当然で，ガンS“　一一ラの仏教
美術文化の影響を多くうけていた。特に古都ヨートカンの東北にある仏教遺跡ダンダーン・ウイ
リク（Dand言n－uilik）をはじめホータン周辺のラワク，カダリーク，バラワステなどから，かつ
ての華やかなホータン美術の面影を見たのは，かのA・スタイン卿であった。
　　　　　　　　〔3｝　このスタイン卿がダンダーン・ウイリク（象牙の家の意）の数多の寺院趾から発見した出土品
のうち，2枚の有名な板絵として知られているいわゆる「ルスタム菩薩像」（整理番号DVII－　6，
以下図1と略称）と，「蚕種西漸説話図」（整理番号Dx－4，以下図2と略称）とよばれている
ものをここで取り挙げてみることにしたい。両者とも現在大英博物館所蔵のものであることはい
うまでもない。
　板絵の大部分にはインド密教的多面多腎像を描いたものが多くみうけられる。この様式の特色
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛4｝に関しては仏教美術における図像学的見地から優れた考察を加えた研究が多く出されている。板
絵についてはA・スタイン卿がその著書のなかで推定しているように，寺院や僧房の壁の部分に
取り付けられたり，台に付けて立てられていたらしく，祈願の目的で奉献されたわが国の絵馬の
如きものであったと考えられる。あるいは頭光を負っている点から崇拝の対象として描たれたも
のかもしれない。
　スタイン卿は同所から出土した漢籍文書（781～790）や，これを裏付ける中国の開元通宝（713
～742），乾元通宝（758～760）など貨幣が発見されているところから，同地が最終的に放棄され，
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荒廃した年代は8世紀の末葉と推定している。従って前記の2枚の板絵も，大体6・7世紀から
8世紀頃までに描かれたものと推定して差し支えないと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）　そこでまずこの2枚の板絵（図1，図2）について説明しておこう。図1（実物のサイズ32・4
×20．3cm）は表面（裏面とする見方もある）に描かれたイラン風の装いをした彩色菩薩像（これ
を神像とよぶ見方もある）である。この板の裏面には三面四腎の「魔王」が描かれているのであ
るが，これについては割愛しておきたい。この菩薩像は四弁の花文のある敷物またはクッション
に両足を交叉させて胡坐し，淡緑がかった黄色の頭光を負い，顔は斜め右方を向き，頭にティアラ
風宝冠を戴き，髪は黒く背に垂れ，黒い眉，口髭，スキタイ風あご髭を蓄えている。天衣（領巾）
を思わせる細長布が宝冠から背に，腕に絡まりつつ垂れている。体形にフィットした緑色地に花
　　　　　　くび文のある垂れ領で長袖の付いた左前合わせ風長上衣と淡茶色地に花文をあしらった棟（ズボン）
をはき，膝下まである黒色の長靴を履いている。このような服装と腰帯から真前に下げたアキナ
ケス形短剣などからイラン系貴人の風貌が窺える。四瞥すなわち右第一手を膝におき，右第二手
は鍵矛あるいは花枝をもち，左第一手には盃を，左第二手が短槍穂先をもつ図像はインド的密教
的スタイルの影響と思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シヤ－ナ－マ　スタイン卿はこの貴人像をイランのフィルダウシーの大叙事詩「王書」（Shah－N盃mah）で活
躍する民族的英雄ルスタム（Rustam）であろうと推定した。彼が第三次中央アジア探検の折，
アフガニスタンのシースタン地方を踏査し，コー・イ・フワージャ山上のガガ・シャール城肚の
壁画に，ルスタムに降伏した魔王を描いた図を見て，この板絵の人物がその英雄ルスタムと同一
　　　　　　　　　　　　　　（6｝人物であることが分ったという。
　っぎに，図2の板絵に見られる絵は普通「蚕種西漸説話」（サイズ45．7×11．7emを）描いたもの
として有名な彩色画である。変色と表面にかなりな剥落が見られる。この板絵は図1とやや異っ
て，同じダンダーン・ウイリクの泥土で造られた寺院では，内側を板で補強する必要があり，そ
れに当てがわれた横羽目板に描かれたものである。
　　　　　　　　　　　　　　　｛7｝　この説話は玄癸の「大唐西域記」に記されたこの地方の民俗伝承で，禁制の蚕種と桑の実とを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国の王女が髪の中に秘かに隠してホータン王に嫁ぎ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　この国に養蚕を伝えたという話で，王女が初めて桑を植
図1
ルスタム菩薩像（大英博物館蔵）
えた場所には記念として寺院を建立したと伝えられる。
向って左端に見える侍女（采女か）の手が，この隠され
た蚕種を指している。中央には美しい王女が，　宝冠ま
たは花冠を被り，黒髪を肩あたりまで垂らし，左前合わ
図2　　蚕種西漸説話図の一部（大英博物館蔵）
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せ半袖上衣を着て，斜め右下方の繭を盛った籠に手をやって眺めている。また向って右端の侍女
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おさは帽子を被り，花文の布をひろげ，右手には三角形の櫛目の道具（箴）をもつが，これは絹のつづ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おりばたれ錦を織るための織具である。この侍女の前に見えるものは織機で，こうした織法でつづれ錦が
この絵の描かれた8世紀かまたは7世紀以前に，この地域で織られていたであろうと推定するこ
とができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛8｝　王女の後方には王（養蚕の守護神とする見方もある）と思われる一面四膏の人物が描かれてい
る。この絵だけに限らず他にも見られる四腎の表現は，王者の権威を象徴するものとして描かれ
たと思われる。この王（または神）の像は敷物かクッシ・ンに胡坐し頭に光背を負う。王女も侍
女もともに頭部に光背を負うているのは，養蚕の守護者として神格化された現われでもあろうか。
王はティアラ風の宝冠を載き，長髪を肩から背あたりまで垂らし，イラン風の長い上衣にズボン
をはき膝までの長靴を履く。また描かれた四腎では，右第一手に盃，同第二手に短槍穂先をもち，
左第一手は膝に，同第二手の持物は剥落して識別しかねるが，何か二又の小さなものである。王
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まるえりの着衣は王女，侍女のそれと違い，前合わせではなく円領の貫頭衣風に見えるが，北道のクチャ
付近にあるキジル画家洞の画家像（5～7世紀と推定）の着衣が円領であって左前合わせのカフ
タン型であるところから見て，これもそれと同系と見て差し支えないと思う。
　板絵全体の着彩は白い下塗りの上に，朱線で肉体を，頭髪や衣服等は墨で描き，赤，青，黄，
緑など淡彩で彩られている。
　そこでこの板絵に描かれた絵の服装関係の部分を一例として取り挙げ，当時のこの地方で使用
されていた服装用語を考察するのが本稿の主題であるが，この絵の服類は敦れも上述の通り6～
8世紀頃までのこの地方の服装を概ね反映していると見てよいと思う。実はもっとこれ以外の板
絵，壁画，ストゥッコ像，テラコッタ像等の出土品をも取り挙げたかったのであるが，紙幅の都
合で上述の2板絵にとどめることにした。
　従来これらの衣服名は中国歴代の正史西域伝などや中国仏教僧の記録などに記された漢字，そ
の他英，露，仏，独，日の各国語の名で紹介されてきたが，この地方の言語，すなわちホータン
語ではなかった。ホータン語でこれら衣服を何とよんでいたのであろうか。その点をまず考えて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モチ－フ見たいと思うのであるが，それと同時にもう一つの動機がある。
　それは西洋の服装で今日，胴着とかチョッキを意味するヴェスト（Vest）という語が，古代ラ
テン語，古代ギリシア語に源をもつことは分っていたが，それが東方のペルシアのアヴェスター
語（Av．と略称）のvasta－，中世ペルシア語（パフラヴィ語，　Zor．　PahLと略称）のwastar
（ag），インドのプラークリット語（Pktと略称）のvastra－，パーリ語（Paliと略称）のva－
ttha，仏教サンスクリット語（BSと略称）のvastrapi，　vasa一にまで遠く連なること，さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛9）らにホータン語であるv且staとも関わることがH．　W．　Bailey氏の論考で明らかにされた。
このv温sta一には2シラブルの前で長く伸ばす一a一を伴なうイラン語系言語の特徴を見ること
ができる。またホータン語のka頭ya－vastra－（褐色衣または袈裟）についていえば，語頭に
あるstr一には例えばstramj－，　striha一というように真直ぐに引張る，堅くするという意味が
あるとともに，動詞前接の後にある場合，例えばpastris－，　pastriya一という時にも，真直ぐ
に，堅く，引張るという意味があることを知って，アラム語やパフラヴィ語での衣服を示す語
rastaと語義を同じくすることが分り，密かに喜んだ想い出があるので，尚一層，ホータン語に
ついてのこの問題に関心を抱いた訳である。
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　南道のホータンを含めて南北両道のこの地域は，東トルキスタンとも，今日行政区画上では新
彊ウイグル自治区とよばれるように，基本人口はトルコ系（ウイグル人）であるが，このトルコ
人種がこの地域に住み着き始めたのはそう古くはなく，9世紀以後のことで，それまでは大部分
インド・ヨーロッパ系人種またはイラン系人種（ペルシアのインドヨーロッパ人種）の住地であっ
aa
た。ホータン語はこれらの人々の言語，すなわち中期イラン諸言語のうち，ソグド語と並んで存
在したサカ語の一方言といわれている。この言語の表記はカロシュティー文字とともにインド古
代文字の一つと称されるブラーフミー（Brahmi）文字の一種で書かれ，主に仏教経典類，説話
のサンスクリット（Sktと略称）文からの謙訳，契約文書類等に用いられていた。この言語には
多くのSkt，その俗語Pktからの借用語（外来語）を含むなど，インドからの影響が顕著であ
るところから見て，かなり古い時期にイラン語から分離し，インド諸言語の影響をうけて独自に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑪発達したもので，古くインドに侵入したサカ族の言語の一方言であろうとする意見が有力である。
このホータン語が行なわれていたのは恐らく4世紀から，または7世紀から10世紀位までの間で
　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫あったのではないかと推定されるので，中国語（漢代～唐代）やチベット語，ウイグル語等の影
響はあったとしても，後のことでしかも影響は僅かであるといえよう。
　そこでこのホータン語の服飾考を次の資料をもとに幾つか試みてみたい。
H．W．　Bailey，　Khotanese　Texts　I－VI，　Cambridge　University　Press，1945－1967
〔1一皿，2nd　ed．，1969〕以下KTと略称。
　　　　　　，Khotanese　Buddhist　Texts，　London，1951，以下KBTと略称。
　　　　　　，Saka　Documents，　Text　Volume，　London，1968
　　　　　　，Dictionary　of　Khotan　Saka，　Cambridge，1979，　XVe十P．559
　S．Konow，　Primer　of　Khotanese　Saka，　Oslo，1949．
　　　　　　，　Saka　Studies，　Oslo，1932．
　R．EEmmerick，　Saka　Grammatical　Studies，　London　Oriental　Series，　vol．20，0x－
ford，1968
　ホータン語の中で，衣服を意味する語はかなりな数にのぼるが，語義に至っては甚だ複雑で，
（A）着装動作を表わす動詞からできた語，（B）衣服の素材そのものを示す語，（C）衣服の機
能，状態を表現するもの，と便宜的に3つに分けて考えてめることにして，順次，列挙していこ
う。　（・・印　外来語を示す）
（A）
　。「覆う」という動作を表わす語から生まれた衣服名uranarP，ttuue，　padaka，　phaurthaka，
　　byiha，　marpdttla－，　haqa，　karast註
　。「包む」の意から派生した語　pasta，　pvaica
（B）
　・衣類の総称的なよび名（いわゆる被服として）khai，　khoca，　cau§ka，　ttiraha，　pamifha
　　prahope
　。布衣を意味する名　cile，　raha－，　vana
　。布地の切れを表わす語　khauysa，　baloha，6aci
　。動物の毛皮を衣料とする語　khoca　khau§a，　kanga（羊皮），　birga　kagya（狼皮），　haysa，
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　　thUdapaee（紹の皮），　yaragakaee（山羊皮），不思議に鹿皮に当る語が見当らない。
　。「編む」の意から派生した語　auvya
　。「剥ぐ」の意から出た語　pasta
　。絹（繕）で作られた衣料として　thaura－，　thau，　thaunaka－
　。錦織を示す語　svarna－sifttaraee
　。「棒で敲く」の意から艶のある布衣を表わす語　thauracaiha－ee
　。競布（絨饒，絨椴）として　prrastharmada－「大唐西域記」巻十二，（大正新修大蔵経，
　　　　　　　　　　　くすたな　　　　　　くゆ　さいせん　　第五十一巻所収）濯薩旦那国の条にある臨饒，細饒，また，宋の葉隆礼の「契丹国志」巻二
　　十一，諸小国貢進物件中にある細毛織成類に相当するのではあるまいか。
　。植物繊維から成る衣料を表わす語hva§§a－，　vasta
　。材料そのものの名称として
　　「大麻」……k就pha
　　「亜麻」……kurpba
　　「綿」「木綿」……kapaysa－
　　「羊毛」……pema－
　　「毛布」……kabalゴ
　　「フェルト」……namata　前述の細競，概饒に同じか。
　　「綿布」……bO§inai
（C）
　。衣服，殊に婦人用外出着の布切れを示す語　kaimeja
　。樟，袴（ズボン）を表わす語　kaumadai，　s且thamnace
　　まんとる　。外套　khapa
　。辛由　ch盃rpsyaee
　。雨合羽（レインコート）yadamaee
　　　　　　　　　　　　　　　　ひとえ　。杉（シャヅ）kuratu莞（別に単を表わすこともある）
（その他）
　　衣服ではないが服飾に必要とする付属品として，
　。帯（ペルト）rrana，　Orabada，　attaravays欝
　。肩衣または領巾　hura（帯を兼ねることもありうる）
　。被り物（帽子または髪飾り）　murkhut欲maulaee
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑬　。冠（頭巾）ttava　この語と被り物の2語は「宋雲行紀」干聞の条にある金冠，鶏績，また
　　「梁書」巻五十四，西域伝の「干聞の王金憤を冠ること，今の胡公帽の如し」とあるものに
　　相当すると考えられる。憤は髪を包み髪型を整える巾のことである。
　・頸飾としては　h証a，cate
　。手巾　lahapi菅，　Sukyainが（中国語の手巾の音訳）
　・ナプキン　gikyainaee，　hUqaigace（手甲）
　。武具としての衣服を示す語　鎧…aysira－，胴当…barP99ama－，鎧甲…batha－，などがある。
　　因みに刀剣（大小を問わず）…kaqara－，長靴…khau§a
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　さて，課題である先きの板絵に描かれた服飾に最も適切な語を，前章で列挙した語彙の中から
選び出してみよう。
　はじめに図1から考えてみると，このルスタム菩薩の着ているもの，すなわち長上衣としては
中央アジアをはじめかなり広く分布していたいわゆる四大衣服語として知られるvasta，　hada，
pamttha，　khapaのうち，　khapa（マント）を除き，前三者がその衣服として適当であろうと考
え，vastaは既に触れてきたので，　haすa，　pamtthaを分析してみることにする。
。haφa……KT2．41（［［［巻41頁の略記）にttye　hina－pamtthai　hada　ba6ta　sve　bida　barida
　（このために衣服は赤いローブ・スーツから成り，それを肩から着る）とあるが，hadaはホ
　ータン語に屡々みられる頭母音に始まる，例えばartaの前にhを加えたものか，あるいは語
　幹のhar一からharta一へ，またはfra－rtaがhartaへと変化したのか，そのどちらかと考
　えられる。これらは何れもグルジア語のardag－iと関係ありとされ，この語にはギリシア語の
　aevδdiyが当てられる。これはグルジア語の新約聖書とギリシア語のそれとの対比，例えばマル
　コによる福音書14．51にあるemosa　ardagi……περごβεβλημ6ンos　aeyδ6yα（素肌に亜麻布を纒
　いて），同じくルカによる福音書23．53c’argragna　ardagsa……6ンετ6λ‘ξεンαbτδaevδ6ye（亜
　麻布にて包み…）とあるのによっても証される。aeyδdiyは衣，亜麻布を意味する。　ardagiの
　一rd一は古イラン語の一rt－，－rd一と同じである。またアルメニア語のarta一もグルジア語
　と同様である。語根ara一はAv．語では密着する，覆う，体に合わせて着るの意があり，古
　インド語のara－，　ala－，ギリシア語の如zμσκωとラテン語のartem，　arsのarと関連す
　るものに相違ない。以上の推定からhaφaとよぶ衣服は，東の中国，梁書伝四十八に出る長身
　小袖抱（渇盤陥国の条），小袖衣，開頸縫前の杉（末国の条）に略々近く，西はギリシア，ラテ
　ン，アルメニア，グルジア，イラン，インドに広く分布した大きい長上衣と考えてよいであろ
　う。
。Pamttha……KT　2．117（古ホータン語P資料2898．6），　KT　3．106等に出てくる。　KBT72
　にはhina－pamUhai　hadaとある。この語の動詞はparPjs－，　pamata一で…の上に置く，つ
　まり着る，覆うの意である。KT3．105にはpamyaとあり，KT3．106では6airka－vamye
　（よく着た）とある。古ホータン語E資料25．406のparpjsauは服装を意味する。　Zor　Pahl
　　　　　　　　　　　y　　　　　　　　　　＿Yのpatmoxtan， patmocet，　patmocanパルティア語のpdmwg，　pdmwcn，　pdbarg，　barg
　にも通じる語である。
　これらの語は何れも長上衣，外衣を意味しており，vastaなる衣服と並んで，ラスタム菩薩像
の長上衣に相応しいと考えられる。図2の国王の上衣もこれらの語でよんでよいと思う。ただこ
の王の衣服が貫頭衣であるとするならば，それらしい語が一つあるのに気付く。padakaがそれ
ではないかと思うのであるが確言いたしかねる。P資料4099（Manj　3）……kha　punausra
paφaka　vasta（ひとは長上衣のなかにそれ〔頭〕を差し込む）とある言葉が気になる。ここで
はv巨staはpadakaと同義であるが，　padakaは覆うものを意味する。－ada一はZor　Pahl
のpartakaのように，－arta一から一ysada一へ，そして一ada一と変化したものであろう。
vastaは植物の繊維を意味するhv5＄＄a一から出ているとも考えられるが，もしこの考えが正しい
とすると，次の如くに分解されよう。すなわちhu－vax§aで，オセット語のxuasa，　xosと同
系であるから材料（植物）に即した語である。この2つの語を重ねたのはdyadicで，　vastaは
衣服そのものを，paすakaは貫頭衣を示すためのものではなかったのだろうかとも考えられるが，
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如何なものか。
　図2の女性の衣服もこれらの語で表わして，基本的には聞違いではないが，もしもこの女1生服
が短上衣を着ているとすれば，その短上衣を示す語と考えられるのはkuratuである。この語に
　　　　　　　　　　　　　　　　⑬はBagchiのSkt－Chin　Lexiconによると，中国語の杉§an（シャーツ，単衣）を当ててお
り，ホータン語にはもともと見出されない語である。前合わせ型ジャケットを意味する西方のイ
ラン語，ソグド語のqwrty，オセット語kurat，近世ペルシア語のkurtah，　kurti，グルジア
語のk’urt’ak’－iなどから入ったものであろう。同じく女性の服で，その短上衣の下方に，もし
裳をつけているとする（実際に下方が描かれていないので何ともいえないのであるが）ならば，
それはprahopeという裳であろう。この語は他にprahaupa－，　prahauna一ともvrrahauni，
vrrahaとも書かれる。例えばKT2．76のhamafia－vrrahauni　pimminai　thau（夏衣の毛織
の布）とか，KT　3．479iya－vrraha　satta（白衣を着た人）とあるように，かなり表記に変化があ
る。Bagchiの前記辞典（Skt－Chin　Lexicon］1435，525）ではparhitrPa，　parhyapaを中
国語の裳§angの字を当てている。裳を着ける，の動詞はprahauy－，　prohauy一である。
　これらの概ね外衣を表わす語の他に，内衣，下着を意味する語を一つあげておきたい。atta－
ravaysaといって3枚重ねのうち最も下に着る衣服を指している。
　袖についてであるが，図1のそれは長袖であり，図2では王，王女，侍女は共に半袖で，腕の
部分は手甲の如き布で蔽われている。KT　2．75にkarPbarPda　haura　hau4e　ge　u　ch御sy且
9au（彼はkarPbarPda一とcharPsyitからなる贈物をした）という文があるが，このcharPsytt
は中国語の長袖t§an－siu（d’（iang－ziou）の音訳である。手甲はむしろKT　3．102にあるSu－
kyaina（中国語，手巾の音訳か）よりも，同じくKT3．102にあるhadaigaの方が相応しい
と思う。というのは古ホータンP資料2892．166，KT3．81にある「覆う」の意をもっhttlaiha
同じ系統の語であるからである。両者の関連を示す語としてKT2．72のhalyegaがその変移
過程を暗示していると考えられる。手巾には覆うの意はなく，従って9ukyainaには手甲の意は
存しない。因みに手巾，手拭いを表わす他の語に，mvakalai（KT2．116）があることを紹介し
ておきたい。
　さて樟（ズボン）であるが，KT2．124のthauna　saci　jsa　kaumade　hajsada（布切れか
らズボンを作った）にあるkaumadai（e）が先ず挙げられる。この語はクロライナ（楼蘭，郵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑮善地方）を中心に使用されたカロシュティー文書にある語kamamteに対応する。
　　　　　　　　　　　　　　　　⑯　次にBagchiのSkt－Chin　Lex．によると，中国語の袴k‘uに当たる語としてStttharPna，
tsanthayaがあげられている。この語はヒンディ語のsUthan，　suthna，　suthni，ヌーリスタ
ーニー黷ﾌ§atit，ワイガリ語のsotaと同系である。クロライナ語ではso叩sta叩ni，チベット
語ではdor－maである。
　帯にはttrabada，　huraがある。このうちhuraはスカーフを兼ねられるという便利なもので
ある。古ホータン語E資料23．168に，hura　stura　paheita　my巨ni　samu　kho　ysarrnai　nika
vttda（丈夫で厚いスカーフをウエストで締め，黄金製のni§kaのように差し込む）とある文は
その一例を示している。A．　Getty氏はその著「北方仏教の神々」の中で，　huraを締め，また
は巻きつけている姿はマイトレーヤ（弥勒）像における特徴的スタイルであると述べているが，
確かにその通りで，Sik§asamuccaya（大乗集菩薩学論）276．3にBSでparikara－bandha－s
（綬帯を緊めること）とあるのもそのことであろうと思う。huraの語源についてはいろいろ考
　　　　　　ももえられるが，「股」を意味するBSのUru一か，チベット語のbrlaから出ていると考えてよいで
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あろう。普通の帯はttrabadaで，「胴のような膨らみ」を意味するOraから派生したと見るべ
きでAvのudara－，　banda一と関連がある。序でだが，腰に侃く太刀はkadara一という・
　王が胡坐する敷物，マットを示す語には，prrastharmada一が挙げられる。　KT　3・51：68－
69piφa　bv且kada　prrastharmaφa　beysO面prrabaibaik盃y浸beys盃halai（絵に・記録に・
カーペットに，仏陀像の中の仏陀に尊敬を……），KT3・51：74　prrastharmadam　diyagaramP
uara頒disau　halai（カーペットに，灯明に，草庵に……）などの各文に出てくるこの語はソ
グド語のpr§trn，　pr’y§trnと共通する。pr6trnはpati－star一が語根で・バルーチー語のpa一
　　　くらstark（鞍），アルメニア語のpastar，ギリシア語のaτρdiμvVに相当する。直接にはprrasthar一
はイラン語のpara－star一か，或いはむしろPkt．　prastarapa一のどちらかから出ている外来
語であろう。この敷物には厚物，薄物の各種があるのはいうまでもない・
　被りものについて一言すると，冠にはpgsaraがあるが，中国語でいわれる金塗銀でできた場
合phrramaina　pesaraとよぶことができる。或いは後述する予定のmaulaに黄金を意味す
るysarrnoの形容詞で補いmaulu　ysarrnoと作ることができる（E資料6．31）。
　帽子または髪飾りに当るものにmurkhuta，　maulaがある。前者はKT5・155＜tti＞JsarP
murkhuta　pyanye　kamali　bu§kve（彼は……とmurkhuta一の被りもので頭を覆った）に，
後者はKT2．104　jfianinai　maula　pechvame（知識の髪飾りのついた被りもの）に出てくる・
これは敦れも前にも触れたように髪を包んで髪形を整える中国語の債に当ると考えられる。
　花冠はgraunaとよび，図2の王女の頭上に載いているものは，多分これであろうと思う。こ
の絵の花冠は金糸で織った錦，すなわちsvarpa－S負ttaraに花をあしらったものであろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このsvarrPa－sttttaraは仏典「金光明経」（SuvarrPaprabhasottama－satra）の略称svarpa－
sUtra，　sauvarpa－stttrarPiからその意味をとって転用した良き例の一つで，　Sktの外来語であ
ることは勿論である。（E資料211．1，247．1による）
　頭巾に相当する語にはttava（KT　2．104，　P資料2787．76　narvakalpa－jfianinai　ttava）
が知られている。この語はペルシア語（アラビア語化した）のtaj，シリア語t’g－’，　tgL，アル
メニア語t‘agと祖型を同じくすると見てよい。
　頸飾りとしては，h5ra，　cateがある。後者のcateはkyite（E資料14・137）とも書かれて
あり，アルメニア語の6itak（頸飾り）と関係があるのではないかといわれる。
　はたお　機織りにかける糸については，前述のsuvarrpa－sUttrra（錦織糸）も糸のうちだが，一般的に
はdasaが使われる。　dasaには絹とか綿とか素材そのものの意味はない。　KT3．12§9iya　ka－
paysimja　dasa　bafiafia（白い綿の糸は……を縫うためにある）とか，　E資料21・39　khorju　ye
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　や　　　　　　　　　　　　　うdaso　jsindi　samu（人が糸を〔光沢を出すため〕濤つ時のように……）とあるように，単純に
糸を表わす語と考えられるが，BSの語で錦糸（金糸）を示すysarattagarpなる語がある。
ここではdasaの一d一が一tt一に変っている。ペルシア語のdasah，パルーチー語のdasag，　Pali
語dasa－，　dasa－1Pと関係あるのは勿論である。また「大唐西域記」巻十二，雀薩旦那国の条に
　　　　　　　　　しちゆう　　　　　　　　　　　　　　　　　⑲ある「……糸を紡ぎ緬紬（つむぎ織）に巧みである。」の記述にある紡いで，織った緬（あしぎ
ぬ），紬（つむぎ）の糸（絹糸）はdasaに相違ない。
　序でに絹（繕）のことにも触れておきたい。先に絹で作られた衣料としてthauna一という語
を記したが，KT　5．113，　KT　2．63には絹を表わす語として出てくる。後にthauとなるが，ウ
イグル語のton（衣服）はこのthauを承けている。オセット語のDigoron方言ではtuna，
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Iron方言ではtynとよばれるが，何れもSktのthavapaと共にthauと連がりがあるもの
と推定できる。
　さてホータン語における四大衣服語のうちで，まだ触れていないkhapa（マント）と仏教僧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふんぞうえ　　　　　　　　　　げ　さ侶と深い関係のある衣服，ka§aya－vastra（赤褐色衣，染衣，糞掃衣，間色衣，袈裟などと訳さ
れる）とについて言及しておきたい。図1，2の絵には，この両者の衣服は描かれていないが，事
実ホータンは仏教の中心地であったし，同じくダンダーン・ウィリクの第2寺院趾壁画にある
「竜女伝説図」やその他，同地域付近の他寺院吐（カダリーク，ラワク等）の出土の壁画，スト
ッコ像などから知られるように，袈裟はこの地域の重要な衣服であったと考えられるので挙げて
おかなくてはならない。
　khapaは例えばKT　5．214にthauna　khapa（絹製のマント）とあるが，　KTの中には他
のhada，　vasta，　pamtthaの各語に比べ，ほとんど出てこない。このことは何を暗示している
か，確かなことはいえないが，余りマントは使われなかったのではないかと思われるが如何であ
ろうか。むしろこの語のもつ興味は，語頭のkhがkに変っているZor　Pah1のkapah，さら
に西方の涯，のちめポルトガル語のcapaへと連がるのではないかという点である。
　k5頭ya－vasrtaの語はE資料4．82に，　gyastufia　thauna　k5§aya－vastra　rrusanaとある
のみで，他の資料のE23．229ではrrusto　cilo，　E　23・309にはrrusta－vrahauna（何れも法
衣）と翻訳された語で記されている。クロライナ語ではka§ara，トハラ語Aではka頭r，　kお巨ri，
トハラ語Bではka頭r，ソグド語でkr’z’kh，ウイグル語kz’ryのちk’r’z’twn（karaza　ton）
とよばれる。ではインドではどうかというと，ジャイナ教プラークリット語（Jaina　Pkt）では
ratta－paqa－，ジャイナ教サンスクリット語（Jaina　Skt）ではrakta－pata－（何れも赤褐色
の法衣，マント）となっているように，この語はインドでは仏教衰滅後，力を失ったが，シルク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　さロードを北伝した仏教とともに，流転しながら極東の地日本で袈裟として息づいている。
　最後に衣服材料そのものを表わす語にどんなものがあったのか。すでに第E章で列挙したが，
それらのうち綿を表わすkapaysa－（KT　2．18，3．19）はPali語のkapPasa－，ウイグル語
kapaz，東トルコ語k’bzと連がりをもつだけで問題とすべき点はないが，ただbit6inaiの解
釈は少し難かしい。例えば0資料157ではcivarau　phaurthaka　Sau　b雌inai（civara，ロー
ブとphaurthakaは綿から作られた）とあるようにこの語は綿を指すと考える。このb噸a一
はギリシア語のβboaoc，シリア語btt§－aの形から出たウイグル語のb6zと関係がある。とこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はくちようろがKT5．375のSitatapatra－dharapiの一一節を記したところに，白畳毛po－tieと中国語で
　　　　　　　　　　　㈲　　　　　　　　　　　　　　　・　・訳してある。Bailey氏はこの白畿は山羊の毛をわた状にしたものであろうと考え，　buysa一を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲「山羊」，buysifiaはその形容詞「山羊の」としている。だがP．　Pelliot氏の著書で，マルコ
ポーロ時代のウイグル語b6zは綿布であったとしているし，　F．W．K．　Maller氏やB．Laufer
⑳
氏らはこの語と同根のモンゴル語bus，　bOs，ツングース満洲語bosoを綿布としている。諸橋
轍次氏は醤について，杜甫，王維をはじめ中国人は皆この字を毛織物を意味するものと解してい
るが，実はこの字はすべて白愚布を意味し，白嬰布とは棉（木棉，草棉）の実の繊維（綿継）で製し
た布であると記している。また，中国に棉が移植されたのは六朝以後であるから，それ以前の中
国人が西域の棉実を見て，或いは野蚕の繭，或いは毛の一一一ldiと見徹したので毛労の字を用い，こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたれを白瞥毛と記したのであろう。なお白醤は元来棉実の称であって，棉実の紮が白いので白字を冠
したものと思われると述べておられる。KT5．375でb噂naiをvastreとして見て，中国語の
白醤という訳字を与えたのは果して適切かどうかは分らないにしても，訳語として白聲毛を正しい
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意味で使ったものと素直に信じるならば，bit§inaiは羊毛をわた状にしたものとするよりは，綿
布と理解すべきではあるまいか。ラテン語のbyssusにも羊毛の意はない。
Iv
　以上ダンダーン・ウイリク出土の板絵（図1～2）に描かれた服飾を参考に，ホータン語の服
飾に関係ある語を70ばかり取り挙げ検討して来たわけであるが，これでホータン地域の服飾の全
容が明らかにされたというわけでは勿論ない。それはまだほんの一部であるに過ぎないばかりで
なく，ホータン語そのものの大部分が，今日，旧南道沿いに栄えた古ホータン王国の多くの遺跡
が流沙の底に埋没してしまったように，殆んど忘れ去られたままになっている。ホータン語の復
元は，19世紀末，20世紀の初め以来各国の学者探検家がタリム盆地を中心に行った調査で，もた
らされた文書，資料類の解読の結果はじめられたトハラ語A・B，クロライナ語の研究の歩みと共
に遅々として捗らない。今ここでこれらの言語学上の諸問題に言及する余裕はなく，またその能
力もないが，これまでの検討を通して少し気付いた点を補足させて頂くことで結びとしたい。
　まずホータン語には借用語（外来語）が非常に多いことで，また固有の言語（古ホータン語）
と思われる語にすら，旧いある時期には外来語であったと推定できる語がかなりあることである。
例えばhada，　pamithaの項を見て頂きたい。そういう意味ではこれは，ホータン語だけに限ら
れる問題ではなく，隣接のクロライナ語，北道を中心に行なわれたトハラ語A・B各方言とも共
通する問題なのであるが，広い地域，主にパミール以西のイラン系，殊にインド系の諸言語が古
層の上に多重層的に蔽い被さる形ででき上った言語と比喩的にいうことができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆかり　次に外来語のうちでどうしても忘れることが出来ない言葉として絹（silk）に縁由のある語が
ある。絹を表わす語としてはthaura－，　thau，　thaunaka一があるのだから問題はない筈である
が，実はギリシア語で絹を表わすσηρerc6P（一κ63），　sericaの系統にある語が，今まで見てきた
限りKT史料に見当らないことが気懸りなのである。セリコン（一コス）という名称の語源に関
しては種々の学説がある。これらの中で原田淑人博士の所説に耳を傾けるならば，絹には白色の
ものと黄色を帯びたものとがあり，漢代においては黄色を帯びた絹布すなわち縞を一名鮮支sen－
ki，　sen－giとよんでいるのは絹を意味するモンゴル語shirghek，満洲語sarghe，ペルシア語
saragh等と関係あるもので，このsericaの語源は中国語ではなく，外来語であったことが分
る。すなわちモンゴル語に語源を求めるとするなら，shirghekの名は白鳥庫吉博士の推定せら
れた通り，旬奴或いは大月氏を介して西方に伝わったのであろう。またH・シェファー氏がノイ
ン・ウラのシリア製と見られる絹織物について，恐らくこれは飼奴の単干が中国宮廷を通じて入
　　　　　　　　　　　鋤　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰺手したものであろうといい，更にE・ディール氏らの報告によって既に紀元前3世紀にはボスフ
ォラス王国の商人が飼奴の単干との中国産絹の取引きに，天山北路近くエビ・ノール（塩湖）辺
りまで俳徊していたことが明らかにされた。これらの論考によって考えるなら，セリコン系の語
は主として天山北路を紀元前6－5世紀ごろから旬奴をはじめとし，月氏またはボスフォラス商
人たちの手で伝えられたと見るべきで，ホータンは勿論，南道，北道もたとい経過したとしても
その痕跡を留めなかったのではあるまいか。これには北路，北道，南道に沿って住むオアシス民
の言語系統の相違という問題とも，また異民族による支配の交替の問題とも絡んで来るので他日
に期すべき問題としたい。
　この他にもう一つ触れておきたいのは，ホータン王国が養蚕に力を入れたことは，「蚕種西漸
説話図」や玄奨の「大唐西域記」等で既に知られる通りであるが，蚕を表わす語が見つからない
ということはどうしたことか。ない筈はない。もしかすると存在していたが，今までに発見され
干閥（ホータン）語服飾考 59
た文書類にはないだけの話かも知れない。或いは看過ごしているのかも知れないので，少し調べて
みるとbarP複数bana（KT5．174）という語があった。従来この語を袋，包みの意に解してい
たので気に留めてもいなかったが，プリニウスの「博物誌」巻11，第25節に蚕（bombycum），
第26節には繭（bombylis），蛾（bombyx），絹（bombycina）など一連の語に出合い，ホータ
ン語のbarpはギリシア語の蚕βoμβ6κos（βoμ・β6κos）のβoμ一と何らかの関係があるのでは
ないかと推定するのであるが，牽強付会に過ぎるであろうか。今までこの語をbanda－（結ぶ，
締めるの意をもつ動詞）との関連で考えて来たが，baエPがβoμ一と関連ありとすれば，蚕はホー
タン語にあったことになる。もう一度再考してみる必要がありそうである。
　言語の問題はその程度にして，服飾に視点を移そう。中国正史では干闘国の服飾風俗について
詳述したものは意外に少ない。梁書伝四十八に「中国と共に等しく尤も仏法を敬う。王の居る所
の室，加うるに朱画を以てす。王金憤を冠ること，今の胡公帽の如し。妻と並びて坐り，客に接
す。国中の婦人，皆辮髪にてi裏袴を衣とす」。五代史，巻七十四の干聞の条に「（李）聖天衣冠中
国の如し。其殿皆東を向き，金明殿と日う。楼有り七鳳楼と日う。蒲桃を以て酒となす。又紫酒，
青酒あり。其醸する所を知らず，そして味尤も美し。……其の衣は布吊にして……」等とあるが，
この五代後晋の時（938年）の干聞王李聖天は敦煙98窟の壁画に描かれた五代干聞国王図の当人
であって，その服飾はかなり中国風であることが伺われる。これらのことからホータン国の服飾
で，宮廷人と民衆のそれとでは，時代によって一様ではないにしても，かなり相違があったもの
と思われる。以上の梁書，五代史おのおのの干聞の条に述べられた服飾の他，「法顕伝」一巻，
子聞の条，「宋雲行紀」中の干聞の条，何れも宮廷人（男女）の服飾を僅かに記すに過ぎない。
後者には「その風俗，婦人は袴と杉，束帯をしめ，馬に乗って疾走すること男子と異ならぬ」と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ゆ　　　さいせんある。「大唐西域記」の崔薩旦那国（干聞）の条にも服飾について余り触れず，「概命毛，細饒を産
　　　　　　　しちゆう出し，糸を紡ぎ絶紬に巧みである。また白玉や難玉を産する。気候は和順であるが，旋風がまい
土埃を飛ばす。……人々は富裕で，家々は業に安んじている。国がらとして音楽を尊び，人は歌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しちゆう　　　　　　　　　　はくちよう舞を好む。毛織物や皮衣を着るもの少なく絶紬（つむぎ）・白聲毛（もめん）を身につけるものが
多い。容儀には礼節あり，慣習には紀律がある。文字・法則は印度のあり方に従っているが，少
しく字体・筆勢を改め，やや変化がある。言語は諸国に異っている。篤く仏法を尊んであり，伽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GD藍は百余ケ所，僧徒は五千余人，みな大乗の教えを学習している。……」と記す程度であり，民
衆の服飾を如実に知るには飽き足りないという他はない。宮廷，殿上人のそれにしても決して充
分といい難く，そうした服飾の空白部分を少しずつでも埋めていくためには，出土した遺物，壁画，
ストゥッコ像，テラコッタ像等に見られる着衣の表現，模様等をもっと詳しく調べる必要があるし，
ホータン出土文書の詳しい分析，検討という地味な作業を続けなければならないが，同時にホー
タン地域以外の南道，北道沿いのオアシス都市国家における服飾文化との同時代的比較研究を進
めていくべきであろう。本稿で試みた服飾語によるアプローチが，そうした空白部分の解明に今
後少しでも役立つことが出来るならば幸いである。
　なお本稿で使用したホータン語関係文献の多くは，財団法人東洋文庫所蔵のものであることを
付記し，あわせて謝意を表したいと思う。
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